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1  目的：21 世紀に入り，人類は AI などスーパーコ

ンピュータによる高度情報化時代を迎える一方，

世界規模の感染症,人口増加や地球温暖化に伴う

災害の発生など多くの問題を抱えている．日本も

この世界の影響を受けつつ，少子高齢化の進行や

地震や台風などの自然災害の多発化が危惧され

ている.このような中，人類の価値観はいかに推

移しているのかについてデータ収集分析を行う

世界価値観調査 WVS（World Values Survey, 

Austria Wien）のデータを用い，その動態を追い,

さらに言語文化圏の視点,特にアジア地域の漢字

文化圏の価値観を考察する.価値観の多様化に加

え,世界各国の動静が様々に報じられる今日の空

間情報の中に生きる我々に，これら学術データが

示す人類の方向性や未来像を見てゆきたい. 

2  方法：WVS が 1980 年代から 2020 年代に７期に

わたってサンプル収集した世界各国のデータ及

び報告資料を用いる．当初の参加 10 カ国から現

在の 40～60 カ国（調査参加国人口の世界に占め

る割合は 60％以上，図 1）の価値観の推移を追い，

次に漢字文化圏について，現在も主に漢字を使用

あるいは公用語とする国，もしくは近年まで使用

し,漢字文化が色濃く残る国の分布を示し（図 2）,

その価値観（幸福度）をグラフ化した（図 3）．  

3  結果：漢字文化圏に属するのは日本や中国などで

あり,特に中国は広大な国土と共に近年経済発展

が著しく,人口も世界の首位を占めるなど躍進し

た.一方,日本は前述の少子高齢化や長期デフレに

よる経済発展の鈍化,前述の災害の多発など両国

は対象的とも言える.この漢字文化圏の特性や方

向性について世界価値観データは空間情報科学

的にも示唆に富む結果を現している. 

4  使用したデータ： 

 Haerpfer, C., Inglehart, R., Moreno, A., Welzel, C., 
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Values Survey: Round Seven – Country-Pooled 

Datafile Version 6.0. Madrid, Spain & Vienna, 

Austria: JD Systems Institute & WVSA Secretariat. 

WV1_Results World Values Survey 1 (1981-1984) 

Technical Record Study#WVS-1981, https:// 

www. world values survey.org/WVS Documenta 

tionWV1.jsp, WV2-7 Results 
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図 1：WVS による 7 回のデータ集計推移（WVS 資

料を基に筆者作成） 

図 3：漢字文化圏の幸福度の推移（筆者作成,

※1,2 はデータ無のため前後平均値で補正） 

図 2：現在の漢字文化圏（筆者作成） 

 


